
 

  

 

 

 

                      長いトンネルどころか巨大迷路です 

   今年の節分は、簡単な寸劇を用いて、その意味を分かりやす 

  く子どもたちに知ってもらうというねらいをもって行う計画です。 

  三密を避けるよう、豆まきも工夫（泣きじゃくって、飛沫を飛び散ら 

かせながら逃げまどうことのないように）しますのでご安心を。 

さて、節分の鬼といえば、人間の心の中にはびこる邪気に例 

えられることが多いのですが、現在、私の心の中で起こってい 

る『葛藤』について、お話させていただきたいと思います。 

   葛藤とは、ツタやフジといったツルを形成する植物が絡み合 

う様子から生まれた言葉で、心の中に生じた相反する価値の狭 

間でもがく様子を表しています。例えば、3週間後に迫る発表 

会。まん延防止等重点措置の発令下ではありますが、現段階に 

おいて「実施」の方向へと舵を切りました。「果たして、この判 

断は？」の問い対する答えを探し迷走しています。辞書に『逡巡』 

（しゅんじゅん）：決断をためらい、ぐずぐずすることとありま 

した。まさにこれです。有識者といわれる偉い先生方の意見や政 

府報道を見聞し、そこで得た不確かではあるけれども、それでも 

それらを手掛かりに、どうすれば感染防止ができるのかを必死で 
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１ ネイルチェックデー 

音楽教室 

（ちきゅう・たいよう・ぎんが） 

２ 

 誕生会（そら～ぎんが） 
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 リハーサル 
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１１ 建国記念の日 
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  音楽リハーサル 

（ちきゅう・たいよう・ぎんが） 
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コスモス 

発表会 

２０ ２１ 

避難訓練 

２２ 

 

 

２３ 天皇誕生日 
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  サッカー教室 

 （たいよう・ぎんが） 
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２７ ２８ 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

２月 まきしまひいらぎえんだより 
 

令和４年２月１日 

園長 宇野 智子 

 

行事予定 

 

              今月の目標 

し ず く☆身の回りのことに興味を持ち、保育者と一緒にやってみようとする。 

う  み☆遊びを通して友達や保育者とやりとりする中で、自分の思いを簡単な言葉で 

伝えようとする。 

そ  ら☆お箸に興味を持ち、使ってみようとする。 

    ☆一人ひとりが自分らしさを表現し、充実して生活する。 

ちきゅう☆友達との関わりの中で、相手の気持ちに気づこうとする。 

    ☆表現あそびや歌など、友達と一緒に取り組むことを楽しむ。 

たいよう☆友達と思いや考えを出し合いながら、活動する楽しさを味わう。 

    ☆自分なりの力を発揮し、友達や一緒にのびのびと表現することを楽しむ。 

ぎ ん が☆みんなで取り組む中で、目的や思いを共有し、協力してやり遂げる喜びや 

達成感を味わう。 

☆友達と考えを出し合いながら自信をもって表現したり、演奏したりすることを 

 楽しむ。 

🎵今月の歌🎵 

し ず く  「おにのパンツ」 「バスごっこ」 

う  み  「おにのパンツ」 「ごんべえさんの赤ちゃん」 

そ ら  「おにのパンツ」 「まめまき」 

ちきゅう  「あしたも♡ともだち」 「たきび」 

たいよう  「ぼくらのスマイル」 「まめまき」 

ぎ ん が  「夢のかけら」 「勇気１００％」 

～３月の主な行事予定～     

１日（火）ちきゅう遠足※予備日８日（火）   ２日（水）ぎんが組遠足※予備日４日（金）  ９日（水）たいよう遠足※雨天決行   ２０日（日）卒園式   

３０日（水）令和３年度保育終了  ３１日（木）休園日     新型コロナウイルスの感染拡大状況によって、予定が変更・中止になる場合があります。ご了承ください。 

 

マスク・検温・体調記録・換気・ソーシャルディスタンスとい

った万全の感染予防対策を講じた上で、本番当日を迎え、そこ

に集うすべての人が「できてよかった」と思える発表会が迎え

られることを願ってやみません。乳児は動画配信となります

が、こちらも楽しみにしていただければと思います。 

 ただ、こんなことを書きながらも、いつなん時「陽性となり

ました」との一報がはいり、濃厚接触者の確定あるいは感染拡

大防止のための「休園」になるかもしれないという不安が常に

脳裏をかすめます。「薄氷を踏む」「綱渡り」といった言葉が、

頻繁に去来し、特にこの 1か月心が休まりません。保護者の皆

さんも、同じような思いで過ごしておられることと思います。 

トンネルなら、ただまっすぐ進めばいいのですが、どうも私た

ちは、巨大迷路を歩いているようです。今後、感染の勢いが収

まらず状況が更に悪化するような場合、急遽予定を変更させて

いただくこともあることを重ねて、お知らせしておきます。ご

了承ください。先のことはわかりません。ただただ、願うばか

りです。「福の神さん！どうか どうか  

槇島ひいらぎへもきてください。」 園長（宇野）           

今年の節分は、簡単な寸劇を用いて、その意味を分かりやすく 

子どもたちに知ってもらうというねらいをもって行う計画です。 

 三密を避けるよう、豆まきも工夫（泣きじゃくって、飛沫を飛び散ら 

かせながら逃げまどうことのないように）しますのでご安心を。 

さて、節分の鬼といえば、人間の心の中にはびこる邪気に例えら

れることが多いのですが、現在、私の心の中で起こっている『葛藤』

について、お話させていただきたいと思います。 

  葛藤とは、ツタやフジといったツルを形成する植物が絡み合う

様子から生まれた言葉で、心の中に生じた相反する価値の狭間で

もがく様子を表しています。例えば、3週間後に迫る発表会。まん

延防止等重点措置の発令下ではありますが、現段階において「実

施」の方向へと舵を切りました。「果たして、この判断は？」の問

い対する答えを探し迷走しています。辞書に『逡巡』（しゅんじゅ

ん）：決断をためらい、ぐずぐずすることとありました。まさにこ

れです。有識者といわれる偉い先生方の意見や政府報道を見聞し、

そこで得た不確かではあるけれども、それでもそれらを手掛かり

に、どうすれば感染防止ができるのかを必死で模索しながら進ん

でいる現状です。 

 


